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〈目　　的〉日常生活において和服の着用機会は減少し，特に若年層の間ではこの傾向が

顕著に現れている。　しかし，振袖には依然として強い関心が示され，成人式ではかなり多

く着用されていることも事実である。そこで成人式を迎えた女子短大生とその母親を対象

に，振袖に対する意識を調査し，比較，検討した，また振袖の着用の実態についても調査

した。

〈調査方法〉本学女子短大生とその母親を対象に19  9 0 年1  2 月から19  9 1 年１月に

かけて，アンケート調査を行った。調査内容として，振袖に対する意識は，実用性，伝統

美，ファッション性等に関する3  6 項目であり，また振袖の着用の実態については，購入

状況，購入時期，成人式においての着用状況，着付け時間等に関する2  9 項目とした。調

査データーは，単純集計，平均評定の分析値，因子分析による基本因子の抽出，及び平均

因子得点による基本因子の女子短大生と母親間の特徴の分析をした。

〈結　　果〉女子短大生及び母親とも，振袖には女らしさや伝統的な美しさを感じている

が，値段が高く，動きにくい事も感じていた。母親は規範性を重視する傾向があるが，女

子短大生は，規範性にはあまりこだわらず着用機会が多いことを望んでいた。また因子分

析（固有値1.0 以上，バリマックス回転）により女子短大生は1  2 個の基本的因子，母親

は11 個の基本的因子が抽出された。これらの因子は女子短大生では，着用性，ファッショ

ン性，伝統美等であり，母親では，シンボル性，実用性，伝統美等であった。
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小・ 中 ・ 高 の 通 学 服 に 関 す る 一 考 察

松 阪 女 短 大　 ○ 渡辺 澄 子　 川 本 栄 子

目 的　 我 々 日 本 人 の 衣 服 に 対 す る 考 え 方 は、 幼 少 時 か ら 徐 々に 確 立し て き た も の で あ る

考 える と き、 現 在 の 子 供達 の 衣生 活 の あ り よ う が、 彼 ら の 将 来 の 衣 服 観形 成 に つ な が る

あ ろう こ と は 容 易 に 推察 さ れ る。　本 報 で は 発 達 段階 に あ る 子 供 達 の 衣 生 活 の か な り の 部

を 占め る 通 学 服 に つ い て、 そ の 現 状を 把 握 す ると と も に、 そ の 中 に 含 ま れ る問 題 点 を 明

に する こ とを ね ら い と す る。

方 法　 ① 小・ 中 ・ 高 に お け る通 学 服 の 現 状　 ②学 校 教育 に お け る 衣 生 活教 育 の 現 状　 ③

期 大学 女 子学 生 の 衣 生 活　 以 上 の ３ 点 に つ い て、 ア ン ケ ート 調 査、 基 礎文 献、 制 服 関 連

界 誌、 学 校教 育 カ リ キ ュ ラ ム等 の 諸資 料を も と に 考 察 し た。

結 果　 小 学 校の 通 学 服 とし て は 都 市 部 で は 自 由 服 が 多 く み ら れ る が、 郡 部、 町 村 部 に お

て は 制 服、 ま たは 体 育 用ト レ ーニ ン グ ウェ ア ー上 下 が か な り 多 く 採 用 さ れ て い る。 中 学

で は 規 定 の 制 服 が 多 い が、 一 部 登 下 校 にも ト レ ーニ ン グ ウ ェ ア ーを 採 用し て い る と こ ろ

み ら れ る。 高 校 に お い ては、 最 近 制 服 の モ デ ルチ ェ ン ジ 傾 向 が みら れD    C ブ ラ ン ド 制

の 探 用 に よ る 入 学 生 へ の アピ ール も 試 みら れ てい る。 し か し、 学 校 教 育 の 中 で 通 学 服 に

す る 教 育 内 容 は ほ と ん ど みら れな い。 短 大 女 子学 生 の 衣 生 活 に みら れ る 問 題 点 とし て、

装 に対 す る 興 味、 関 心 の異 常 な 高 さ と、 経 済 的 負 担 の 大 き さ が あ げ ら れ る。 ま た、 服 に

い て 何 も 考 え な く て よ い と い う 点 で、 制 服 に 対 する 回 避 願 望 も み ら れ る。 こ の よ う な 現

は 子 供 の 発 達 段 階 に 適 応し た 衣服 観 が 形 成 さ れて い な いこ と を 示 唆 し て い る。


